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1.はじめに

画像,音声などのデータは概してサイズが大きいた

め,保存の際などに圧縮されることも多い.もし圧縮し

た形でデータを取得できるのであれば.その方が好まし

い.圧縮センシングは,そのようなことを可能にする新

たな枠組みを与えるものとして近年大いに注目を集めて

いる(1)本研究では,圧縮センシングに際して健全な

スパース性を確保するので, Nyquistレートより低速の

データ標本から原信号を復元することができる.信号の

復元の効率を向上させるため,観測行列を改良すること

を提案する.

2.提案手法の処理過程

提案手法の処理過程を図1に示す.
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図1提案手法の処理過程

未知の入力信号£についてそのスパース表現βが
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で与えられると仮定する. Aをスパース変換行列という.

従来手法はランダム行列Qで観測する.行列のコヒー

レンスとは2つの異なる列の内積の絶対最大値である.

行列QA∈RmXn(m≦n)のコヒーレンスの下界は

KQA) ≧ ・Jl

である(2). QAのコヒーレンスが低いなら,出力封ま入

力£に近づく.したがってコヒーレンスに基づいて, Q

を改良する.
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特異でないGram行列Gを観測行列Qとスパース変

換行列Aで生成する. KQA)はGの非対角要素の絶対
値の最大値である.

G- (QA)l(QA)

収縮関数公式5のように　G,と写像する.
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t∈　fj,(QA),max|Gi日,i≠j,7∈　0,1). Giを符
異値分解する.すなわち
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公式6によって, Qを改める.もしAの逆行列の存在し

なければ, Aの擬似逆行列を求める(3)このQにより

入力信号£を観測し,観測結果

y-Qx-QAs (7)

を得る. Sの計算にはスパースペクトルの推定法or一

七hogonal Matching Pursuit (OMP)アルゴリズムを用

いる.

3.実験結果

入力3:は標本化周波数8kHzの音声信号で,男声の

「い」の発音部分,サンプル長256点,約31msec相当で

ある. Haarウェーブレット変換によってスパース信号が

得られると仮定する.観測行列Qは190×256のサイズ

である.すなわち, 190サンプルの観測データを用いて

復元を試みる.図2に実験結果を示す.提案手法では従

来法より原信号との誤差が小さくなる.
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図2 t-0.1, 7-0.7時,実験結果.改良前,
MSE-1.96.改良後, MSE-0.72.

4.まとめ

本研究では,少数サンプルで高品質音声を復元するこ

とができた.圧縮センシングにおける問題は,スパース

基底と観測行列をコンストラクションすることである.

これについては今後の検討課題としたい.
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